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令和５年度第３回 HOT21観光プラン推進委員会結果概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 令和 5年 12月 19日（火）13：30～15：00 

場 所 箱根町役場 本庁舎４ 第１～３会議室 

NO 団　体　名 役　　職 氏　　名 出欠

1 箱根町 町長 勝俣　浩行 出

2 箱根町企画観光部 部長 石川　憲一 出

3 箱根町議会　総務企画観光常任委員会 委員長 勝俣　泰彦 出

4 箱根町議会　観光振興議員連盟 会長 沖津　弘幸 出

理事長 勝俣　伸 欠

専務理事 佐藤　守 出(代理)

6 箱根DMO（一般財団法人箱根町観光協会）　戦略推進委員会 委員長 太田　明宏 出

7 箱根温泉旅館ホテル協同組合 副理事長 岡田　浩一郎 欠

8 箱根温泉旅館ホテル協同組合　青年部 部長 福住　貴文 出

副支部長 田村　洋一 欠

事務局 内田　信也 出(代理)

10 小田原箱根商工会議所　青年部 西山　直樹 出

11 箱根町商店連絡協議会 会長 迹見　廣一 出

12 箱根物産寄木工芸協同組合 理事長 石川　一郎 欠

13 箱根コンベンションビューロー 理事長 鴻野　篤 出

14 箱根湯本芸能組合 副組合長 浦上　喜久子 欠

15 小田急箱根ホールディングス（株）　営業統括部 部長 相沢　喜一郎 出

16 伊豆箱根鉄道（株）　総合企画部 部長 齊藤　昌広 欠

17 神奈川県タクシー協会　小田原支部 監事 曽我　良成 出

所長 青柳 信太 欠

国立公園利用企画官 岡本　雄司 出(代理)

神奈川県県西地域県政総合センター　企画調整部 課長 諸星　治哉 出

神奈川県県西土木事務所小田原土木センター　道路維持課 課長 荒井　千里 欠

神奈川県自然環境保全センター　箱根出張所 所長 関根　哲也 欠

箱根町観光課 課長 吉田　朋正 出

箱根町観光課 副課長 多田　直人 出

箱根町観光課観光係 係長 鈴木　貴子 出

専務理事 佐藤　守 出

部長 真野　剛 出

主任 鈴木　由佳 出

事
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箱根DMO（一般財団法人箱根町観光協会）

9 小田原箱根商工会議所　箱根支部

R5.12.19

5 箱根DMO（一般財団法人箱根町観光協会）
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環境省関東地方環境事務所
富士箱根伊豆国立公園管理事務所
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 （概 要） 

  事務局長により、出席者の紹介及び資料の確認等を行った後、別紙次第に則り議事

が進められた。 

 

■議 題 

⑴ 第２次箱根町ＨＯＴ２１観光プラン実施計画（後期）素案について（資料 1） 

    【事務局説明要旨】 

    ≪事務局箱根町≫ 

   ・  資料 1をお願いいたします。前回の委員会において、皆様からご意見をい

ただき実施計画の項目について結果を一覧にまとめました。 

・  この項目をもとに素案を作成しました。内容をご説明いたしますのでご意

見いただければと考えております。 

・  それでは、第２次箱根町ＨＯＴ２１観光プラン実施計画（後期）素案につ

いて、委託事業者であり事務局でもあります箱根ＤＭＯから詳細な内容の説

明をいたしますので「資料２」をお願いいたします。 

・ それでは、よろしくお願いいたします。 

≪事務局（箱根ＤＭＯ説明）≫ 

・  ＨＯＴ２１観光プラン実施計画については、１０年間を計画期間としてい

ます。しかしながら、１０年間に１回の書き換えでは、時代に沿った戦略推

進が実現できないため、前期及び後期と２回に分けて５年間に 1 度見直しを

行うこととしています。 

・  今回の後期実施計画を作るにあたり、全てを変更するもので無く、約７割

が継続的に実施して行くものであります。また、残り３割について、変更や

新たな取り組みを設定したものであります。 

・  項目の約７割については、コロナ禍により実施できていない項目があるこ

とや実施を継続していく必要があるため残したものであります。また、後期

においては、人材確保などの項目を追加しております。 

・  本日は、皆様からご意見をいただき、最終的には製本されることとなりま

す。 

・  P11 をお願いいたします。各戦略に係る具体的施策については、特段変更

はありません。 

・  P12をお願いいたします。【施策１（A）-１-１定点調査の精度向上】という

中の②顧客満足度・消費動向を常態的に把握できる調査の実施がありまして、そ

の事業 KPI（目標）ですが、箱根 DMOで実施しています「即時反映アンケート」

の結果です。2018年度においては、550件であったものが 2022年度は 7118件

を目標としています。また、2027年度の目標を 30000件以上と設定いたしまし

た。各観光地では、数百万の費用をかけて調査会社に委託して結果が数か月先に

報告されるような情報ではなく、町内の各ホテル・旅館・飲食店・土産物店など

90 軒に協力していただき OR コードによりお客様が即時アンケートに回答しデ

ータとなるものであります。2027 年度の目標試算は、100 軒×1 人/日×365 日

≒36000件となる見込みです。 

・ ｐ15をお願いいたします。【施策１(B)-１-１】「温泉」目的の継続強化と宿泊

需要の平準化、①宿泊需要（利用時期）の平準化促進でありますが、ここで

は、平日と休前日において、需要の差があるため交通渋滞をはじめさまざま

な要因があるものの平準化するものであります。KPI ですが、差をなくして

いこうとするものでありまして、2018 年度は 36990 という標準偏差でした。

2022 年度は 4544 で 2027 年度は 5440 以上と設定しましたがコロナ前のまま
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であります。 

・  ｐ16.17 をお願いいたします。【施策１(B)-１-２】ポスト「温泉」「宿泊」

目的の掘り起こしですが、旅マエに多く目的を持っていただき旅行に来てい

ただくことを考えて KPI を設定しています。日帰りと宿泊と分けております

が、2018年度は宿泊 2.66個、日帰り 2.22個、2022年度はコロナ禍もありさ

がり、2028年度にはコロナ禍前の目標である宿泊 2.74個及び 2.26個と定め

たものであります。 

・ また、【施策１(B)-２-１】時間帯別施策実施による滞在時間の延長について

は、コロナ禍前に設定した目標を達成できていないため、平常時に戻った今、

コロナ禍前の数値を達成することとしています。 

・  ｐ18～19の【施策１(B)-２-２】現地体験コンテンツの拡充、①モデルコン

テンツ･コースの販売でありますが、箱根ＤＭＯでは地域連携ＤＸ事業を国か

ら受託し、箱根観光デジタルマップを１１月に開発しました。この中におす

すめ周遊ルートを７つ作成しています。周遊ルートをどれだけ設定したらよ

いか現在検討中であります。 

・  ｐ20.21 をお願いいたします。【施策１(C)-２-１】メディアや旅行博等に

おけるプロモーション強化、① 首都圏客を対象とした効果的な媒体選定と

セールスの実施及び②旅行博、観光展等の対人イベントへの効果的出展につ

いては、コロナ禍により大きな影響を受けましたので、2018年に設定した内

容について、後期においても実施する方向で考えております。 

・  ③マスメディアリレーションの強化については、いざというときにメディ

アと連携するためには、普段からの相互協力体制が必要だと思っていること

から平時に力を入れていきたいと考えております。なお、記者クラブへの定

期配信の実施において、2018年度こそありませんでしたが、2022年度には 17

本のうち多く町との協定などの案件がありました。2028 年度は 12 本となっ

ておりますが１本/月の情報提供ができればと考えております。 

・ ｐ22をお願いいたします。【施策１(C)-３-１】情報タッチポイントを増やす

ための施策実施についてでありますが、コロナ禍においてはインバウンド関

係の取組が一切実施できていないものであるが 2028 年度に向けて 10 件/月

×12か月と定めました。 

・ ｐ23、24をお願いいたします。【施策１(C)-３-２】外部機関へのセールス強

化ですが、招致ツアーについては、コロナ前は多くのファムツアーを実施し

ておりましたが、日本全国で実施していましたがテーマを絞り１回/年でよい

のではないかと考えております。 

・ ｐ25.26 をお願いいたします。【施策１(D)-１-１】キャッシュレス環境の整

備促進についてですが、観光庁の補助事業を始めエアレジやエアペイなどキ

ャッシュレスの普及に努めております。KPI ですが現在のところ飲食及び物

販では、５０％の導入率だと思っております。また、宿泊施設では９０％近

くまでの導入が進んでおります。そのため、飲食及び物販のキャッシュレス

化を進めるべく７３％という高い目標を掲げました。 

・ ｐ27をお願いいたします。ユニバーサルツーリズムの推進ですが、箱根町に

おいては、誰もが楽しんでいただく観光地としていくためには、高齢者や乳

幼児連れ、車いすや言語サポートが必要な方においてもしっかりと手を差し

伸べる必要があるため記載しております。また LGBTQ+などにも対応した町と

して研究していきたいと考えております。 

・ ｐ36をお願いいたします。ここでは、自然災害を含めた災害対応についてで

ありますが、ご承知のとおり箱根町は、火山を抱えている町でありましてマ
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ニュアルの整備はもちろんでありますが有事の際の各観光施設における対応

力を向上させるためのセミナーやワークショップを１回/年に実施すること

としております。 

・ ｐ42.43 をお願いいたします。ＳＤＧｓ及びサステナブルについては大事な

ポイントのため書き込んであります。サステナブルな観光コンテンツとは、

①箱根八里・旧東海道等のサステナブルコンテンツの強化とございますが日

本遺産にしているものでありますが、再認定があるため今から取り組んでい

るものであり継続するものであります。また、KPI で箱根八里協議会の新設

と会議の実施とありますが、既に行政主導の協議会がありますが、この協議

会を各観光協会が主となり連携していくこととしています。 

・ ｐ48をお願いいたします。住民の皆様の意見を伺うため意識調査を実施して

行きたいと考えております。 

・ ｐ50、51をお願いいたします。観光産業において人材確保が難しくなってい

る。そのため今回この項目を設定させていただきました。先日は、コンベン

ションビューローでは、海外の大学を訪問し人材確保に尽力しているところ

でありますので引き続き実施し観光産業に対する人材不足に取り組んでいき

たいと考えております。 

 

【意見等】 

  意見１： P16の②宿泊施設の高付加価値化の促進の文中に「安価な顧客が増える

ことは、オーバーツーリズムやごみ問題等の観光公害にも繋がるととも

に・・・」とあるが「安価な顧客とはどういう意味か」。差別になるので表

現を変更した方がよいのではないか。 

 

回答１-1： 価格帯が著しく低い顧客を示していますが、表現を変更したいと思い

ます。 

 

意見２： 「宿泊施設の労働生産性を低めることにも繋がりかねない・・・」とい

う表現もあるので見直していただきたい。 

 

  回答２： 町全体の計画となりますので、表現に誤解のないように変更したいと思

います。 

   

  意見３： ｐ13に年間アンケート回数の KPIがあり、2018年度に 550件、2022年

度に 7118件、2027年度 30000件以上となっておりますが、アンケート実

施個所９０カ所の職種は、飲食店、旅館・ホテル、お土産屋さんでしょう

か。また、ＱＲコードでアンケートを実施としていますが、その回答結果

は即時に箱根ＤＭＯに届くのか。 

 

回答３： 現在、９０カ所の職種の内訳は、飲食店、旅館・ホテル、お土産屋さん

です。この調査は、箱根に滞在中にアンケートに答えていただくものであ

ります。その結果を箱根ＤＭＯタッチというラインアプリに反映させ町の

事業者様にも活用いただいております。 

 

  回答３： ｐ17に平均目的数の増加Ａ：宿泊観光Ｂ：日帰り観光のＫＰＩがあり、

2.66、2.41、2.74とありますが、分母と分子（何を何で割って得た数字何

か）を教えてください。 
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意見４： 分子は、アンケートにおける総目的数/分母は、回答者数です。 

 

 結 論 

内容について概ね了承された。 

 

 

委員長： 委員の皆様からご意見のあった内容については、事務局で修正願いま

す。また、この実施計画の策定には皆様のご協力が必要ですので今後と

もよろしくお願いいたします。 

  

(2) その他について 

①  今後のスケジュールについて 

 本日の皆様の意見を反映した内容で、１２月２５日から１か月間のパブリ

ックコメントを実施いたします。委員の皆様におかれましては、１２月２５日

までに追加のご意見があれば事務局までお願いいたします。 

 その後、１月下旬にパブリックコメントを反映した計画案を作成し、第４回

の本会議において、委員の皆様にお示ししたいと考えております。 

     皆様から計画案について、承認いただければ２月には計画を決定、３月に町

議会に報告するものであります。そして、４月から後期計画がスタートするも

のであります。ご承知おき願います。 

     次回の本会議は１月下旬に開催予定であります。 

 

 

≪委員長からの補足説明・依頼≫ 

   本日いただいた意見は今後策定していく実施計画の中に反映できる部分は可能

な限り反映していきたいと考えている。２５日までにあらためて気づいた点などが

あれば、ご報告いただきたい。 

皆様方においては、それぞれの立場において、より一層のご協力について、どう

ぞよろしくお願いしたい。 

 


